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１．概要（Summary） 

バイオテクノロジー分野において、単一細胞や単一微

生物の力学的特徴量計測は注目されている。そこで、マ

イクロ流体チップ内に MEMS デバイスを統合し、細胞の

力学的特徴量を計測する手法が数多く提案されている。

しかし、Fig．1(b)に示すようにマイクロ流路内において流

線に沿わず動く細胞が確認された。このような現象を Cell 

Pinball 現象と名付け、この現象の力学原理解明に取り

組み、この現象において赤血球は回転していることを確

認した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

LED描画システム “PLS-1010” 

接触式膜厚測定器 “DektakXT” 

【実験方法】 

LED 描画装置を用いてシリコンウエハ上のレジストを

硬化させ、流路形状を形成し、PDMS で型取りすることに

よりマイクロ流路を作製した。希釈した血液をマイクロ流路

内に導入し、流路入口を一定圧力に保つことにより、流路

内の流速を一定に保ち、観察を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig．2 にマイクロビーズを赤血球に吸着させ、運動を

可視化した結果を示す。この実験結果より、Cell Pinball

現象を起こしている赤血球は回転しているということが明

らかとなった。このことから赤血球とマイクロ流路の接触面

での力と流体力との関係により、回転が駆動されており、

回転によってCell Pinball現象独特の運動が生み出され

ていると考えられる。 

４．その他・特記事項（Others） 

なし 
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６．関連特許（Patent） 

なし 

Fig. 1 The example of Cell Pinball 

Fig. 2 The result of visualization 


